
  
 

 去る平成 21 年 12 月 17 日、西戸山第二中学校で第 23 回の統合協議会が開催されました。まず、校

歌・校章等検討部会から、①新校のコンセプト（目指す生徒像）について、②校歌・校章アンケート

の実施について、③今後のスケジュールについて、専門部会の活動報告および説明がありました。次

に、事務局から学校の情報化全体構想についての説明と報告がありました。 

 今後は校歌・校章等検討部会においてさらに協議を重ね、校歌・校章・標準服等の統合記念品の選

定を行い、平成 23 年 4 月の新校開校に向けて最終的な準備をします。また新校舎の建設工事は、平

成 23 年 1 月末の竣工予定です。 

 校歌・校章等検討部会報告 

  第 21 回統合協議会で、決定したとおり、平成 21 年 7 月より『校歌・校章等検討部会』が設置され、

現在までに計 6回開催されました。 

 校歌・校章等検討部会では、最初に新校のコンセプト（目指す生徒像）について検討を始めました。

検討にあたっては、9月に関係２中学校および４小学校の保護者、教職員、統合協議会メンバーに「新

宿西戸山中学校に期待すること」は何かというアンケートを実施しました。さらに、そのアンケート

結果と現在の西戸山中学校、西戸山第二中学校の教育目標や校訓等を参考にしながら、協議を重ねた

結果、以下のとおりコンセプトがまとまりました。 

● 豊かな人間性や知性、みずみずしい感性を磨き、心身の健康の向上を求めて、日々自らを鍛える

生徒。 

● 平和な世界の発展を願い、豊かな社会性をそなえ、社会の一員としての自覚をもち、積極的に参

画する生徒。 

● 感謝の気持ちをもち、自分の可能性を信じて、夢や希望を紡ぎ、育て、未来に向かってはばたく

生徒。 

現在、校歌・校章等検討部会では、このコンセプトを土台として、12 月に関係２中学校および４
小学校の生徒・児童、保護者、教職員、統合協議会メンバーを対象に「①校歌に入れたい言葉や曲の

イメージ、②校章にしたい図案とその説明」のアンケートを実施中である旨の報告がありました。 
今後、アンケートの集計作業を行い、部会で整理した後、校章についてはデザイン会社へ図案化を

依頼、校歌については作詞者、作曲者に製作依頼をします。また、標準服等については、部会でデザ

イン等のイメージを検討した後、プレゼンテーションを実施して決定いたします。 
今後のスケジュールとしては、以下のとおりです。 
・校章  …21年度３月決定（予定） 
・校歌  …22年度８月完成（予定） 
・標準服等…22年度６月決定（予定）      
今後は、部会で案をまとめ、統合協議会に報告、承認を得て決定していきます。 

 学校の情報化全体構想について  

 新宿区では、平成 21～23 年度の３ヵ年に渡り、新宿区立全小中学校に対し、「学校の情報化の推
進」計画を進めています。平成 23年４月に開校される新宿西戸山中学校も計画に含まれることとな
ります。今年度からスタートした教育委員会の事業なので、新宿西戸山中学校建設にあたっての当初

計画には盛り込まれていない内容であるため、今回統合協議会において全体構想の説明がされました。 
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＊主な意見・質問等 

 

・この新校のコンセプトはこれで決定したと考えて良いのですか。 

⇒（回答）固定したものではなく、校歌・校章等を検討していくうえで、皆さんが具体的にイメージ

していただけるように、目指す生徒像をお示ししたと捉えていただければと思います。 

 

・9 月に行ったアンケートであがった意見には、どのような傾向があったか教えてください。 

⇒（回答）保護者の方々や教職員、統合協議会委員の方々も、知・徳・体のバランスのとれた生徒が

育つことを強く求めているという印象を受けました。 

 

・コンセプトの特に 3 番目、「夢や希望を紡ぎ」という言葉は、非常に新鮮な響きを持っていて、今

の子どもたちに「紡ぐ」という意味も含めて、大変良い言葉だと思います。 

 

・どのようにして、校歌の作詞者、作曲者を選定していくのでしょうか。 

⇒（回答）区立中学校１１校で、音楽を教えている先生方の中で、合唱曲を作成していらっしゃる先

生方を音楽の先生方から推薦していただくのも一つの方法だと考えています。また、過去の例では、

ＯＢの方で音楽関係のお仕事をされている方にお願いしたこともあります。 

 

・小学生に配ったアンケートも、校歌を考えるにあたって、小学生が思いついたことをそのまま書い

て良いのですか。 

⇒（回答）はい。今の時代にできる新しい学校に期待する前向きな言葉を多くいただければと思って

います。 
 

・学校の情報化により整備されるプロジェクター等の実物を見てきましたが、とても便利そうだと感

じました。ただ、ＩＣＴの話は新宿西戸山中学校の当初の計画には入っていなかったですし、とて

も高額なので、予算がオーバーしてしまうことはありませんか。 

⇒（回答）おっしゃるとおり、ＩＣＴは当初に盛り込まれていなかった計画で、追加で入ったもので

す。既存校も含め、追加の新しい予算ということで今日お話させていただきました。 

 

 

連 絡 先 新宿区教育委員会 教育施設課 〒160-8484 新宿区歌舞伎町１－４－１ 

TEL 5273-3107 FAX 5273-3510  

 学校の情報化全体構想 

 学校の情報化は大きく分けて以下の２つに分けることができます。 
◆教職員用ネットワーク（校務用・教材作成用） 
 …主に職員室を中心にネットワークを整備することで、①校務の効率化、②セキュリティの確保、

③教職員のＩＣＴ活用能力の向上、が期待されます。 
◆教育用ネットワーク（学習指導用・学習活動用） 
 …従来からのパソコンルームはもちろん、各教室のネットワークを整備することで、①わかる授

業の展開、②情報教育の推進、が期待されます。 


